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［三位一体改革が母子家庭を直撃t7］
◇今年は台風の当たり年なのでしょうか。それとも地
球環境の悪化で、この異常気象はこれからも続くので
しょうか。
◇皆さんのお宅やまわりは大丈夫でしたか？実は私は
今、民主党の「次の内閣」で防災担当大臣をしていま
す。他にも国家公安委員長、沖縄北方問題担当大臣、
科学技術担当大臣を兼務していて（大臣なんて笑っち
ゃうでしょうけど、とにかく担当範囲が広いので、頭
もからだもフル回転させなきゃいけない毎日です）と
いうことで、台風やら地震やら国内のテロなんていう
と、すばやく対処しなければいけない役割です。
◇先日は高松、新居浜と台風被害の視察をしたのです
が、未曾有の大雨であったとはいえ、福井も新潟も三
重も大きな被害が出たかげには、避難勧告の遅れが指
摘されるなど、危機に対応する「行政の感度と知恵」
が重要だと痛感しました。
◇自然災害だけでなく、父子家庭等での児童虐待、ま
た子どもによる殺人事件など、痛ましい事件も増加し
ています。
◇経済に明るい兆しが見えていると小泉さんは言いま
すが、所得格差が広がり、世の中がぎすぎすしてきて
います。虐待や犯罪の背景には貧困や不安があるのは
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明白で、今度の「三位一体改革」がさらにせちがらい
世の中を助長するのではないかと懸念しています。
◇というのも、今、三位一体改革について地方六団体
は、たとえば児童養護施設等の措置費615億円、児童
虐待対策106億円、母子家庭の自立支援事業49億円
を移譲対象補助金としています。
◇これは地方分権から言えば、地方の裁量権が増える
ので望ましいことでしょうが、今でも母子家庭の自立
支援などに何の関心もない市町村があることを思うと、
その補助金が道路や橋に消えることは十分考えられま
す。
◇児童養護施設や児童虐待の費用だって他にまわって
しまったら、誰がクレームをつけるのか。
◇圧力団体のない「弱者」はますますしいたげられは
しないか、心配でなりません。
◇児童扶養手当は国が3／4、市町村が1／4を負担し
ていますが、これも国の負担を来年度は減らす意向の
ようです。これが通れば、地方で母子家庭のチェック
が厳しくなるでしょう。どちらもしっかり反対してい
きたいと思っています。
◇財政が厳しいと、弱者へのしわよせがきつくなるな
んておかしいですよね。　　　　　　　（円　より子）
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　東久留米にお住まいのN・Yさん
は現在76歳。52歳のとき離婚し、
現在は44歳の長男といっしょに住
んでいる。次男は37歳になるが、
既に結婚し独立している。
　Yさんは女学校を卒業後、30歳で
結婚した。元夫は音楽家で、定期的
な収入のない人だった。30代半ば
で、家計を助けるためにYさんは生
離婚玄牲の三一無情
命保険の外交に働きに出た。上の男
の子が3歳のときである。子どもが
小さいときは、誰もが経験のあるこ
とと思うが、時閤の自由がきく仕事
でないと子育てとの両立は難しい。
Yさんの場合も子どもを保育園に預
け、下の子が生まれたときには休ん』
だりしながらも昭和52年まで保険
の外交員の仕事を続けた。この間、
年金はかけていない。家計は厳しく、
夫はもちろん、自身、国民年金もか
けていなかった。というより余裕が
なかった。
　昭和52年、下の子が10歳のとき
に、K社というトレーニングペーパ
N・Yさんの家の間取り（公団3DK）
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一の販売会社に転職しセールスの仕
事をはじめた。「正社員」ではない
が「普及員」として働き、子どもが
帰るまでには家にいるようにした。
厚生年金もあったが途中でやめてま
た復帰したりしているので、正確に
何年分かけているかはわからない。
やめている問、国民年金に入るとい
うようなこともなかった。そして次
男13歳（中1）、長男19歳のときに
離婚した。あまりにも苦しい生活に
「離婚したら手当てがもらえる」と
言った言葉に、何の話し合いもなく、
何の言葉もなく離婚届だけ出して夫
は出て行った。慰謝料はもちろん、
養育費なども一切なしだったが、そ
れまでも家庭内離婚の状態が続いて
いたから、正直「ホッとした」とY
さんはいう。
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　離婚後、Yさんはボーリング会社
の正社員として働き出した。朝8時
～夕方5時半での勤務。厚生年金を
またかけはじめた。しかし4年後、
もっと収入のいい仕事があると友人
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に進められ、家政婦の仕事をはじめ
た。以来69歳で仕事をやめるまで
家政婦の仕事を続けることになる。
　Yさんは家事が大嫌いだった。
「料理がまずいからほかの人を寄越
して」と協会を通して言われたこと
もある。だけど、歯を食いしばって
がんばった。料理の上手な人に闇き
まくり、いまでは肉の料理、魚の料
理などのノートが3冊手元にある。
ほかの人が嫌がる家にも行った。店
などの料理や皿洗いの仕事も、家政
婦協会から話がくれば引き受けた。
家政婦を雇うような家は話題も高度
なので、会話についていけるよう勉
強もした。仕事も手を抜かずていね
いにやった。
　そんな努力が実を結び、ふつう協
会の同僚たちはいろいろな家を転々
としているが、そのうち5軒の家だ
けに絞って行くようにもなった。仕
事振りをみて信用した家が鍵を預け
てくれることもあった。1日8，000
円前後の収入なので月収にすると
220，000円ほどである。しかし、家
政婦のいいところは、物の収入があ
るところで、盆暮れのお届け物のお
すそ分けや服をもらうことができた。
　やめる直前は80歳過ぎのおばあ
さんのいる家1軒だけで、9時～5時
までおばあさんの安全を見守り、繰
り返しの話をじっと聞くという仕事
で、時給は700円と少なかったが人
の役に立っているという充実感で十
分補われた。
　その閤、次男が美術学校へ行くた
めの資金も出し、長男が家計を助け
てくれているとはいえ厳しい生活の
なか、家政婦の日銭のなかから月々
20，000円ずつ貯蓄もした。それ以
前からの定額貯蓄もある。ハンドの
会員へのアドバイスはと尋ねたら
「とにかく貯金をすること。多くも
らったらその分よけるとかね」とい
う言葉が返ってきた。仕事をやめて
から、それまで一生懸命走ってきた
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分、大病を患い3回の手術をしてい
るが、貯蓄のおかげで助かった。
「70歳過ぎてると医療費も安くなる
しね」と笑う。
nctecfisxas｝”　w，，
dvh“amathlnvvXtpm　一nt－t，
　ところで、Yさんは離婚に前後し
て社会保険事務所に年金の相談に行
った。そのときYさんは50歳。そ
こではじめて国民年金を払っていな
かったことの大変さに気づく。相談
員が親切な人で「まとめてでも払っ
ていなかった分を払い込んだ方がい
い」といわれ、これは大変と無理し
て払い込んだ。
　結婚前は仕事はしていたが厚生年
金には入っていなかった。結婚後も
厚生年金に入っていた期間は短かく、
それ以外の期間はまったく国民年金
をかけていなかったし、第3号被保
険者になったこともなかったので、
ほぼ15年分、本当に大変だった。
その後は、毎月国民年金を支払うよ
うにして60歳まで払い込み、65歳
で受け取りを開始した。
　「もう少しあとからにして多くも
らうようにすればよかったんだけ
ど」とYさん。それでも、50歳の
ときに無理してでも未払い分を払っ
ておいたおかげで、70歳からは厚
生老齢年金もカロわり2か月に1度
129，833円、月にして約6万5千円
受け取っている。
　仕事をやめるまでは駅の近くの家
賃7万3千円（6畳二間、台所）の家
に住んでいたが、いまは駅からは遠
いが家賃4万ちょっとの公団（6畳、
4畳半、3畳、台所）に息子と住む。
家賃も光熱費も電話代も息子が払っ
てくれ、Yさんは年金のなかから
月々5万円を2人分の食費と大好き
なカラオケなどの遊行費にあててい
る。自身も食が細くなったし、長男
も夕食分くらいしかいらない。5万
円で十分問に合う。
　大病はしたけれど、現在はいたっ
て元気。生活にも困らない。子ども
の激しい反抗期に涙を流しながら仕
事に行ったこともある。その息子が
いまではいつしょに住んでくれて、
年金だけで十分生活できるようにな
った。Yさんは「いまは本当に幸せ」
という。
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　一方、同じ76歳のE・Kさんは
現在横浜に住んでいる。長女は44
歳、次女は41歳になる。離婚は昭
和58年の暮れ。Kさんは56歳、長
女22歳、次女19歳半ときだった。
　結婚は昭和31年だったから、お
よそ27年間の結婚生活だったこと
になる。長く専業主婦をしていたK
さんだつたから50代での自立は厳
しかった。しかし酒乱のケがあり、
実家が地主で自由に使えるお金があ
るため使い放題、その上に商売をし
ている女の人と浮気をしている夫と
はもうやっていけなかった。娘たち
にはできるだけ隠していたが、最後
には「お母さんが幸せでなけりゃ」
と後押ししてくれた。離婚3年前か
らは家の1階と2階で別居している
状態だった。
　役所勤めの夫は、自分は使い放題
なのにKさんにはあてがいぶちしか
渡さない。あまりのひどさに夫の弁
護士がKさんに味方するほどだった。
先にも書いたとおり、夫の実家が地
主だったので家は持ち家だったから、
とにかく「ほかに何もいらない。家
だけでいいから」と弁護士をつけて
話し合いをした。埼があかないので
しまいには裁判にかけ、2か月後離
婚が決まった。
（3）
2004年11月1口　隔月1日発行　第219．号　ハンド・イン・ハンド
！一撃。．騰牛耳の癒藩撫十三
　夫は「何もいらない」というKさ
んの言葉を間に受け、本当に全部持
っていった。古道具屋を呼んでピア
ノまで持ち出そうとしたが、これだ
けは「子どものものだから」と守っ
た。手元には家とピアノと子どもの
小さいときの思い出（成績表や絵）
だけが残った。
　夫からの慰謝料はなかった。しか
し、浮気相手の女の人にはどうして
も子どもに謝ってほしかったから
「詫び状」を入れさせた。「私じゃな
くて子どもに謝ってほしかったの」。
そして150万円をその女性から子ど
もに払ってもらった。「元夫から出
ているんでしょうけれど」とKさん
はいう。
　結婚のはじめのころから夫の性癖
は現れて、離婚したかったけれど娘
たちのためと思いがまんしてきた。
離婚のときもすべて子どもたちのた
めによかれと心をくだいたKさん。
母親としての気持ちが痛いほど伝わ
ってくる。
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結婚から離婚までの27年間、専
業主婦だったKさんだが年金はどう
していたのだろう。当時はまだ第3
号被保険者というしくみがなかった
から、Kさんは夫に話してみた。夫
は「定年になれば自分の年金が入る
から、夫婦2人で生活するには十分
だ。必要ない」という。離婚するつ
もりではあったが、いっかは立ち直
ってくれるかもしれないという気持
ちとの間で揺れていたKさんは、そ
のときは年金をかけるまでにいたら
なかった。
　しかし、その後友人が説得してく
れた。「なんとかしてかけなさい。
ご主人に内緒にしてでも。大変だと
思うけど、やっておいた方がいい」。
ありがたかった。時期が遅かったの
で結局23年しかかけられなかった
が、とにかく国民年金をかけはじめ
た。65歳からの受給にして、いま
では月にして約6万円の年金を受け
取っている。
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　さて、56歳で離婚したKさんは、
仕事といっても正社員のロはもう難
しかった。友人のところで昼から4
時間ぐらい家事手伝いをして、時給
約1，000円、月8万円くらい。長女
が大手の会社に勤めて3年目だった
ので、よく家計を助けてくれた。次
女も夜間の大学に通いアルバイトを
して協力してくれる。
　それにしても離婚のときの弁護士
代はどうしたのだろうと思って尋ね
てみると、「100万円くらいだった
かしら。でも独身時代勤めて貯めて
いたお金があったから。結婚してい
る問、減らすまいと死守してた」。
その残りの貯蓄を切り崩しながらも、
家があったから経済的にはそれほど
苦労したという記憶もなくふつうに
生活できたという。結婚前の勤めば
厚生年金という掛け金はなかったよ
うに記憶している。あるいは脱退手
当て金としてすでに受け取っている
かもしれない。
　実はKさんは離婚の翌年、夫から
譲り受けたいやな思い出のある家は
売って、マンションに住み替えた。
その後、もう一度住み替えて3年目。
いまは70％娘名義、30％Kさん名
義にしている。「その方が税金が安
いのよ。昔住んでいた家で子どもの
ころよく面倒をみていた子がいま不
動産屋さんでね。そのおかげでいま
のマンションも安く買えたの。お友
達やそういう人とのつながりって本
当に大事」と笑う。いまでも横浜の
ハンドの人と集まったりもしている。
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　長女は平成1年に結婚。Kさんは
いま、遊覧船の船長さん（女はただ
1人！）をしている次女といっしょ
に暮らしている。次女からは10万
円、Kさんの年金から6万円、月16
万円。そのほか結婚した長女もボー
ナス時期になると10万円ずつ、年
間で約20万円の援助をしてくれて
いる（毎回5万円ずつは孫の学資の
ために貯金）。65歳で腸閉塞を患っ
てからは仕事をきっぱりやめ、とき
どきボランティアで折り紙を教えに
いっているKさん。YさんもKさん
も、うらやましいくらい安定してゆ
ったりした生活をしているようだ。
　ハンドの会員も年齢があがり、
40代の人も多くなった。かくいう
私も45歳。老後が本当に気になる。
そんなハンドの人に一言お願いする
と「一生懸命生きていれば、必ずい
いことがあるわよ」とのこと。お2
人とも結婚期間中、子育て中、離婚
してから、それぞれの生活の仕方に
差はあっても決して楽だったわけで
はない。むしろ精神的には苦しんだ
ことの方が多かった。でもその老後
をみると、「一生懸命生きていれば、
本当にいいことがあるんだ」と元気
が出てきた。
　＊国民年金、厚生年金などの公
的年金は合計で最低25年の加入が
必要である。ただし昭和61年4月、
第3号被保険者として義務付けら
れるまで、会社員の妻の国民年金
への加入は任意だった。そのため
昭和36年4月～61年3月の間、厚
生年金に加入するサラリーマンの
妻だった場合は保険料を納めてい
なくても年数をカウントするとい
う特例措置がある（ただしこの間
の分は年金額に反映されない）
妙典↓喜喜逸鼻聾逸櫓磁櫓逸惚喜魯喜櫓魯畳畳魯魯典典典拠典翅翼昌昌綴喜磁逸喜逸典典↓典糧??????．…ーーーーー、。?，???…?…??????????????????????、???｛????
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家計簿公開
家計簿公開
第149号
東京都　K・Kさん
［家族構成］
私　65歳
（個人商店＝正社員）
［住居］
公団
　i　　★収
　i年金
　i給料（手取り）
　i合計
　i　　　★支
引i家賃
　i水道光熱費
　i保険など
　i食費
　：電話・新聞・図書
　i交際費・趣昧
　i日用雑貨
　i医者など予備費
　：貯金（冠婚葬祭用）
　：合計
（高齢者優遇賃貸）2DK
　　　家計簿内訳9月分入★　　i
　　53，000円i
　1　78，000円i
　231，000円：
出★　　　　i
　　56，090円i
　　20，000円i
　　l4，000円i
　　35，000円：
30，000円i
25，000円i
20，000円i
15，000円i
16，000円：
231，000円：
　結婚してから20年、平成元年に
離婚しました。いま長女は34歳、
長男は33歳ですが、2人とも別に住
んでいます。年金はもらっています
が、生活のため、まだ仕事は続けて
います。
　住まいは公団で、お給料が上がれ
ば家賃も上がるしくみです。今月は
冠婚葬祭に備えた貯金ができました
が、いつもは貯金までする余裕はあ
りません。
　年金は専業主婦の間の17年間は
第3号被保険者、離婚後17年は厚生
年金に入っていました。結婚前の
10年問は正社員で厚生年金をかけ
ていたのですが、夫の働きが少なく、
出産費用がなかったため無理やり脱
退させられ出産費用にあてられてし
まいました。脅迫までされたのです。
　厚生年金分は60歳から月34，000
円受け取っていましたが、65歳に
なって8月分から国民年金分も支給
されるようになったので、月53，000
円もらえるようになりました。でも、
脱退させられていなければ、あと月
　　　　　　　　　　　　　　　　静50，000円もらえるはずだ・たのに影
もらえません。　　　　　　　　　k結婚した昭和44年ごろは、雛零
すると夫が妻に年金を月腿するよう婁
に強要していた時代でした・妻の年窪
金をあてにしていたのです。脱退しk
ても夫婦であればまだいいのですが意
私は離婚してしま・たので・10年影
分をふいにしてしまいました。夫はk無傷で年金をもら。ているはずです講
このような不公平があ・てよいの蓉
でし・うか・r男性が有利」なよう蓄
に国が作ったのです。国のやること　k
だからいいカロ減でよいと思。たので藝
し・うか．国が月腿できる制度を作影
・たため・多くの雄が牛翻こな・巽
ています。　　　　　　　　　　　k
妻に月腿させた三富金は世帯主だ影
・た肋た夫が国に返金し・月腿さ雲
せられた妻にも年金を支給できるよ　kうな制度瀞が腰ではないでし器
ようか．この年金は私が動た財産影
なのです・　　　　　　奮
　　　　　　　　・財産をおろそか　k国は女性の権利
にしていたのです．国が肋た夫か銘
ら漏し凄の年金はきちんと支給婁
すべきではないでしょうか。　　　　k　　　　　　　　　　　　　　　　静　厚生年金は職についているため一k
律2割カットです（※編集部門・2婁
二二・トの磁老齢年金制度は蓉
2005年で打ち切りになります）。k65歳になり、国民年金が加わり多多
少収入が増えましたが、惟保険料慧
が毎月4，650円も自動引き落としに奮
なります。女性は家庭に入ってしま　k
うと老後の年金が少なくなるし沙蚕
靴が理解できる思し、です・　雲
　いまはなんとか生活していますが、k酪をしていない雄の生活を考え影
て改正をしてくれるよう望みます．影
　　　　　　　　　　　　　　　　雲
■Kさんの「夫は結婚後妻を年金か　k
ら腿させて得た分は離雛国に蓼
返し凄に返還する制度弦律が塗
必要」とし’うご提案に対するご意馨
　見を募集いたします。事務局までk
メール［P6、P7参照］かファク影
スでお送りください・　　蓉
（※編集部注：当時は、夫というよk
り「国が強制し、社会保険事務所で寒
月上した方が得と勧めていた」とい慈
うイ贈もありました）　　陰
h，vt““pt，vtptptasasasas，v“ptptas，v“asasptas，vtasas“asas，v“aspt“asasas，veptasas“asmpas“S
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t
テーマ：
「お金を使わずに楽しむ、シンプルに充実して生きる」
イベント：
●プレゼント交換11何がもらえるかワクワクドキドキ
●円より子の洋服や小物のプリマ（100円均一1Dも1
●ストレッチで身体を動かしたり、楽しいイベント企画中！
●ケーキやワインもあるよ！
●いろいろな年代の人がきます。世代間を超えたお友達
　ができるチャンス1
日　時：12月18Eヨ（土）13時～16時
場所：麹町周辺の予定［詳しくは事務局まで］
会費：大人のみ／1，000円大人と子ども（子ども何
　　　人でも）／1，500円［あとはハンドで補助します］
持ってくるもの：100円くらいのプレゼント
　　［子どもの分はこちらで用意しますので1家族1個］
服装：動きやすい服装で来てくださいね。
※まだ少し人数に余裕があります。ふるってこ参力ロくだ
　さい（11月25日締め切り）。
※ベビーシッターの応募もたくさんありました。お子さ
灘ll羅欝鷲l／
　すので、遠慮なく事務局までお問い合わせください。
※手料理などの持ち込み、大歓迎です。是非楽しい予定
　として入れてくださいね。
黛乱離磁磁陰、拙吟…
して生きる」ためのアイディア、もしくはそうしたいけ　．
どできない悩みなどを教えてください。
働野駆鰹照臨．
叢ご　　饗己…
■応募は基本的にメールかfaxでお願いいたします。メ
　ールアドレス：kObayash＠kazOku－mondai．cO．jp
■住所、氏名、年齢、匿名希望の場合はその旨、明記し
　てください。　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ew町
　現代家族問題研究所がNPO法人あ
ごらの相談業務の委託を受け、電話相
談「離婚と母子の110番」に改称して
から、早や1年が経ちました。
　昨年は、場所が移転し、電話番号が
変更になったためか相談件数が260件
に激減。
　当事者女性からの相談224件のうち、
初回女性の相談を集計しました。
★30代がトップ、全国から掛かる★
　相談者の居住地は東京がトップで
25％、神奈川が11．6％と続き、やは
り関東が62．8％と大多数を占めてい
ますが、北海道から鹿児島まで、全国
から掛かってきています。
　年代は30代が44，9％とトップ、40
イ℃22．2％、50イ£13．0％、20イざ8．7％、
60代以上が4．3％と続いています。
　★不安定な就労で収入も低い★
　職業を見ると、無職が半数を超え、
有職者45．4％の6割がパート等の不安
定就労で、正規の職に就いているのは
26．6％に過ぎません。
　年収も無収入が45．9％と多く、1～
100万円未満が9．18％、100～300万
円未満が9．7％で、300万円未満が
64．7％を占めています。
★経済的不安を抱え離婚を思い悩む★
　状況は離婚すべきか思い悩んでいる
人（37．7％）灘婚したいが夫が同意し
ない（17．87％）、離婚に夫婦が同意し、
条件について話し合い中（16．43％）
と離婚話が進んでいます。
　ところが、経済的な不安（68．1％）
や子どものこと（34．3％）、離婚後の
住居の問題（19．8％）を抱え、踏み
切れないでいます。そのため、きちん
と条件を公正証書や調停で取り決めた
いという人が多くなっています。
　離婚前後に思い悩み心身の健康を害
し、心療内科に通っている人も多く、
働きたくても働けず、恒常的な経済的
不安を抱え一層思い悩んでしまう人も。
皆さんも一人で悩んでいないで、健康
のため電話相談をご利用下さい。
離婚・別居の原因上位5位（複数回答）n＝658
回答 件数
?
（1位）夫の不貞 8943．00
（2位）夫の暴力 6732．37
（3位）夫の性格 5124．64
（4位）価値観、人生目標が違う 5024．15
（5位）夫の経済力のなさ、経済
@　　観念の違い
4722．71
（5位）夫が家庭をかえりみない 4722．71
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